
　本誌の編集委員は任期 3 年，再任 1 回までという取り決
めとなっており，10 名の編集委員のうち 2023 年 4 月から
新たに 4 名が編集委員に就かれた．昨年 10 月に新たに編集
委員になられた方を含めると10名中6名がフレッシュな編
集委員である．私自身も昨年 10 月に編集委員になったばか
りなのに編集委員長になってしまい戸惑うばかりである
が，本誌の向上に貢献できるように微力を尽くしたい．中
野裕康前編集委員長が和文誌，英文誌のオンライン化をは
じめ多くの改革をなされたことで，収支面での懸念は解消
された．科学出版を巡る環境が激変している中で，本誌の
存在意義や目的を再定義していく必要があるだろう．
　その点では，医学会賞受賞記念講演要旨として 3 論文を
掲載できたことは大変喜ばしい．2022 年度の基礎医学，社
会医学，臨床医学分野を代表する本学の研究成果である．
本誌および東邦医学会としては本学発の研究成果の顕彰を
通じて本学の研究活性化に貢献することもミッションであ
る．
　研究の活性化という点では，やはり研究者同士の対面で
のコミュニケーションは不可欠である．Zoom やメールや
Twitter では無難な情報のやり取りしかできない．コロナ
の影響が徐々に収束しており 2022 年からは国内外で現地
開催の学会が再開されるようになり，私自身，沖縄，京都，
神戸，イスタンブール等の学会に現地参加する機会があっ
た．本編集後記を執筆時の数日前までイスタンブールの研

究会に参加していたが，時間意識の適当さや喫煙率の高さ，
食事など様々な文化的違いに触れて，体調を崩してしまっ
た．ターキッシュエアラインズの帰国便も大幅に出発が遅
れて乗り継ぎ便に間に合わずソウルで困ったが，そもそも
海外旅行というのはある程度このようなトラブルを織り込
まないといけないのだ．
　ただ，本誌編集長としての任期 3 年の間にはできるだけ
穏やかに本誌と旅していきたいものである．

（船戸弘正）
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